
25

1．はじめに

　釧路市は北海道東部に位置しており，道東地
区の漁業・農業・商業など，経済の拠点となる
中心都市である。主な基幹産業は水産食料品，
酪農品，紙・パルプなどがあり，秋刀魚の漁獲
量は日本でも有数である。また観光資源として，
釧路湿原などの豊かな自然や世界三大夕日の一
つである幣舞橋からの夕日，丹頂の生育地とし
て有名であり，冷涼な気候も手伝って，道内で
も有数の避暑地となっていることから，毎年，
多くの観光客が釧路を訪れている。
　本校は昭和 14 年に開校し，創立 80 周年を迎
え，昨年 10 月には記念式典を盛大に実施した
ところである。設置学科は電子機械科・工業化
学科・土木科・電気科・建築科の 5学科があり，
現在 660 名の生徒が在籍している。また定時制
には機械科 1学科があり，現在 55 名の生徒が
在籍している。卒業生は 2万名を超え，釧路地
域だけではなく，北海道内・全国各地で多くの
卒業生が活躍をしている。

2．釧路工業高校と地域との関係

　本研究のねらいとして，生徒に釧路地域を考
えるきっかけを与えることにある。かつては漁
業，製紙業，石炭業が栄え，多くの生徒が釧路
で就職をし，次世代の産業の担い手として活躍
をしてきた。しかし，徐々にではあるが，地場
産業が衰退する中で管内離れが加速し，近年，
北海道内・本州への就職者・進学者が増加する

と同時に釧路市の人口も年々減少傾向にある。
また，地域と釧路工業高校の関係が年々希薄に
なる中で，本校の魅力をどのように伝え，地域
からの理解と産業発展に必要な高校として，イ
メージの定着を促進することが重要になってい
ると考える。
　そこで，新たな取組として，地域で発生して
いる課題をとらえ，解決することを目標とした
課題研究を実施した。この取組は，地域という
題材からものづくりの意義を考え，製作したモ
ノ（生徒作品）を通して，地域の役に立つこと
で得られる自己肯定感の涵養や，本校の魅力を
発信する機会を目的としている。

3．装置開発に至った経緯

　地域の「課題」を調査する中で，北国特有の
事例であるが，同じ釧路管内で発生した一つの
死亡事故がある。
　平成 25 年 3 月 2 日に釧路管内中標津町で暴
風雪が発生し，車で走行中に視界が悪くなり，
立ち往生を余儀なくされた方々が車内に残され
る事態となった。2日午後から雪は降り続き，3
日早朝に警察官や消防隊員が駆けつけたが，4
名の方が車内で一酸化炭素中毒で亡くなる事故
が発生した。2日～ 3日にかけて雪は降り続き
車の周りを覆い，排気ガスが車内に逆流してい
たことに気づかなかったことが原因だった。
　また，この暴風雪で他にも 4名の方が遭難や
低体温症で亡くなる痛ましい事故になった。
　釧路市は道内でも比較的積雪が少ない地域で
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企画で「防災かまどベンチ」を溶接，また交通
安全「飛び出し坊や」を町キャラクター「雪丸」
バージョンで作成する等している。

CCC（クリーンな町をクリエイトするサークル）
活動にも積極参加し，これらのことから昨年度
は，地域学校協働活動「文部科学大臣表彰」や
県表彰を受けた。
　また，町立王寺南小学校の「夏休み工作教室」
を本校の実習室で行い，90 人近い本校生徒が指
導員となる。町立王寺中学との連携としては前

7．おわりに

　本校は部活動も大変盛んで，ボクシング部や
放送・映像部等が毎年全国大会に出場，またロ
ボットコンテストやエネワン－グランプリへの
出場も盛んで，高い成果を残してくれている。
　本校の生徒はとても快活で素直で，何事にも
一所懸命に工夫と努力を惜しまない。また普通
科志向の強い奈良県において，本校だけでなく，
各専門高校は生徒の自己実現のために工夫を重
ねている。
　機会がありましたら，本校だけでなく，奈良
県の専門高校を是非一度お訪ねいただき，体感
していただければと思う。

図7　悠久の鐘除幕式

図8　防災かまどベンチ作成と飛び出し雪丸

図9　王寺町CCC活動

図10　王寺南小学校夏休み工作教室

　これらの設置や絵
付けでは，地域の小
中学校の児童生徒に
協力いただく等，町
ぐるみの協働となっ
ている。
　また大和川クリー
ン 作 戦 や 王 寺 町

述の「プログラミング教室」以外にも，英語科
において「英語検定対策講座」を共催する等，
WINandWINの関係を築いている。
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あるが，想定外の災害によって起こってしまっ
たこの痛ましい事故に対して，「災害を未然に
防ぐことには限界がある。しかし，災害によっ
て引き起こされる事故を防ぐことができるので
はないか」という生徒達の思いから，課題研究
の目標として設定した。

4．研究開発（装置開発）について

　装置の研究開発について以下の内容で行った。
⑴　事故要因と危険の調査
⑵　装置の仕様を決定
⑶　各種センサを用いた実験とシステム構築
⑷　装置の製作・完成
⑸　地域に向けた取組
⑹　さんフェア新潟 2019 に向けた取組

⑴　事故要因と危険の調査
　車内で発生する「一酸化炭素中毒」と同じく
「熱中症」の事故を防止する機能も仕様に加え，
それぞれの事故要因を調査した結果が，以下の
内容である。（表 1）

⑵　装置の仕様を決定
　2つの事故とも頭痛や吐き気などの「自分が
気づく」症状から，意識障害・意識喪失といっ
た「自分が気づくことができない」症状に至る
こと，また意識を失うことで発見が遅れ，死亡
事故に発展してしまうことなどの調査結果を踏
まえ，装置の仕様を決定した。

※特にⅢ：「危険を伝える方法」を備える事で
一酸化炭素中毒や熱中症での死亡事故を大幅に
減らすことができると考える。

⑶　各種センサを用いた実験とシステム構築
Ⅰ：「危険を感知する」
Ⅰ－ 1　危険を感知するセンサについて
　装置には一酸化炭素を検知する「COセンサ」，
排気ガスなどの煙を感知する「煙センサ」，車
内の温度と湿度を感知する「温湿度センサ」を
用いた。これらのセンサは安価で購入ができる
ため採用を決めた。（図 1）

Ⅰ－ 2　危険の判断
　各種センサを Arduinoマイコンに接続し，危
険を感知できるように，ハードウエアの製作と
センサを使用するためのプログラムを開発して
モジュールを完成させた。（図 2）表1　危険の調査結果

図1　各種センサ（左からCOセンサ，煙センサ，温湿度センサ）

図2　使用したマイコン「Arduino」
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Ⅱ：「危険を知る」
Ⅱ－ 1　危険度の実験
　COと煙については，実際に木片を燃やし，
発生した COと煙から危険値を決定した。熱中
症については熱中症指数から症状が発生する温
度と湿度を算出し，数値を決定した。（図 3・
図 4）

Ⅱ－ 2　LCDパネルと LEDの表示
　危険度の実験・危険値の設定から実際に一酸
化炭素中毒や熱中症になり得る状態になった際
に，その危険を知る方法として，LCDパネル
を用いて危険値を数値化して表示するととも
に，青色・黄色・赤色の LEDを使用し，状態
によって正常（青色）・注意（黄色）・危険（赤
色）の 3段階で表示して，状況を確認できるよ
うにした。（図 5）

Ⅲ：「危険を知らせる」
Ⅲ－ 1　危険を知らせる「メール送信機能」
　各種センサで感知した値が危険を示した段階

⑷　装置の完成と装置の実験
Ⅰ：「装置の完成」
　装置のフレームにはアルミニウム，前面・背
面には FRPを使用した。どちらの素材も軽く
て丈夫であり，万が一の事故にも強度を発揮す
ると考え採用した。左上部には Raspberry piと
接続したモニタを設置し，この画面からメール
を送信するプログラムの設定ができる。右部に
は LCDパネルを備え，それぞれ温湿度・CO・
煙の値を表示している。（図 8）

で指定したメールアドレスに「危険を知らせる
メール」を送信するシステムを組み込んだ。（図
6）早い段階で車内の状況を伝えることで意識
喪失の前に安否の確認による事故防止や，救助
活動ができると考えた。なお，メール送信には
Raspberry pi（図 7）を用いた。

図3　CO発生と危険値の測定・危険値の表示

図4　�熱中症予防指数（日本生気象学会より）と危険�

値の設定

図5　LCDパネルと LEDを用いた危険表示

図6　車載用危険感知装置の概要

図7　Raspberry�pi
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⑸　地域に向けた取組（図 10）
　課題研究について，「装置を知ってもらう方
法」，「地域へ貢献する方法」を考え活動を行っ
た。
Ⅰ：第 16 回高校生技術アイディアコンテスト入賞
Ⅱ：第 37 回北海道工業クラブ大会入賞
Ⅲ：釧路地場産業展「メイドインくしろ」作品展示
Ⅳ：地元紙「釧路新聞」への掲載
※高校生技術アイディアコンテストの賞金は「釧

Ⅱ：「装置の実験」
　実験の結果，一酸化炭素と煙を感知して，危
険を知らせるメールを送信することができた。
メールには「危険（CO濃度，熱中症）」と簡
潔に危険を伝える内容とした。（図 9）

5．研究の成果

　生徒の感想から，地域で発生した問題を解決
できた「達成感」，自分達がつくったものが評
価され，知ってもらった「喜び」，自分達の活
動で地域貢献ができた「満足感」など，製作過
程だけではなく，製作後の貴重な経験を通して
十分な成果が得られたと確信している。
　また地域との関わりを考え，課題研究の目標
を「地域課題の改善」，「地域での問題解決」と
したことで，自分達が暮らす釧路を考え，課題
解決に向けて，意欲的に取り組み実践した努力
を地域が認め，学校と協働する取組となった。
つまり，「地域とともに生徒を育てることがで
きた」と考察すると同時に，「社会に開かれた
教育課程」の編成につながると私は確信する。

6．おわりに

　人口減少が進む釧路市において，高校と地域
社会がつながることで，未来の釧路地域を支え
る「次世代の力」となることを強く願うととも
に，さらなる「アイディア」の創出を今後も継
続していきたい。

路市防災危機管理課」へ全額寄付させて頂いた。

⑹　さんフェア新潟 2019 に向けた取組
　新年度になり，継続研究として装置の改良を
進めた。昨年度の装置開発について意見やアド
バイスを受け，①「装置のコンパクト化」と②
「メール送信からプッシュ通知への変更」に取
り組み，さんフェア新潟において，改良した装
置の出展を行った。（図 11）

図8　完成した「車載用危険感知装置」

図9　実験の様子とメール内容

図10　釧路市長へ装置の紹介

図11　プッシュ通知とさんフェア新潟出展の様子
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